る部のなまえ 



\ Amw \ まをのために 

ソニー製品は安全に充分配慮して設計されています。しかし、まち 
びった使いかたをすると、火がなどにより人身事故になることびあり 
を険でず。事故を防ぐために次のことをおずお守りくださし、。 

•ままのためのま意事項を守る 

•故障した 5 使わずに、お買い上げ店またはテクニカルイン 
フオメーシヨンセンターに修理を依頼ずる 


警告表示の意味 


取扱説明書では、なのよラな表示をしています。表示の内容をよく 

理解してか 5 本艾をお読みください。 


I A 、壬叫この表术のを意事項を守 5 ないと、感電やその他の 

I 心 王' ぶ I 事故によりけびをしたり周辺の家財に損害をちえた 

りすることびあります。 


ま意を促ず記号 

行為を指示ずる記号 


〇 

お挟み 

強制 


下記の ミ 主意事項を守5ないと、 けな< をす 
ることびありまず。 

開脚してからビデオカメラやカメラを取り付ける 

脚を閉じたまま取0付けると、転倒してカメラを破損した0 
けびの原因となることびあ0ます。 

積載カメラ質量を守る 

制限質量を超えると、兰脚び倒れたりしてけびの原因となる 
ことびありまず。 

脚の出し入れ、エレベーターの操作には充分ま 
意をは 5 ラ 

指などをはさみ、思わめけびをすることびあ D ます。 


巧話書とアフターサービス 

保証書 

• この製品には保証書び添付されていますので、お買い上げの隙、お 
受け取りください。 

• 所定事項の記入および記載内容をお確かめのラえ、大切に保存して 
<ださい。 

•保証期間は、お買い上げ曰より1年間です。 

アフターサービス 

調子が悪いとをはまずチェックを 

この取扱説明書をわう一度ご覧になってお調べください。 

それでも具合の悪いときは 

お買い上げ店、またはテクニカルインフォ方ーシヨンセンターにご相 
談ください。 

保話期間中の修理は 

保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。詳しくは保証 
書をご覧ください。 

保記期間経過後の修理は 

修理によって機能び維持できる場合は、ご要望により有償修理させて 
いたださます。 

ご相談になるときは次のことをお知目せください。 

• 型名： VCT -870 RM 
• 故障の状態：でさるだけ詳しく 
• お買い上げ年月曰 

http://www.sony.co.jp/ 




〇 

強制 

八 

指挟み 


A ミ主意 


お問いをわせ 
窓□のご案内 


■テクニカルインフ オメーシヨ ンセンター 

ご使用上での不明な点や技術的なご質問のご相談、 
および修理受付の窓□です。 


製品の品質には万全を期しておりますが、万一不具 
合が生じた場合は、「テクニカルインフ オメーシヨ ン 
センター」までご連絡ください。修理に関するご案内 
をさせていただきます。また修理び必要な場合は、 
お客様のお宅まで指定宅配便にて集荷にラかがいま 
すので、まずお電話ください。 


電話のおかけ 参ナビダイヤル--•査50570 -00-0066 

間違いにごま （全国どこからでも市内通話料でご利用いただけま 

意ください。 す） 

♦携帯電話- PHS でのご利用は••- 0466-38-0253 
(ナビダイヤルび使用でさない場合はこちらをご利 
用 < ださし、） 

受イ寸時間：月〜金曜日午前9時〜午後8時 

±、日曜日、祝日午前9時〜午後5時 


お電話される隙に、本機の型名 ( VCT - 870 RM ) を 
お知らせください。より迅速な対応び可能になりま 
す。 


ソニー株式会社干 108-0075 東京都港区港南 1-7-1 


SONY 
U モコン兰脚 


3 - 866 - 291 - 05 ( 1 ) 


取扱説明書 

お買い上げいただきありがとラございます。 

A 链化 I電気製品はま全のための注意事項を守らないと、火災や人身 
^胃 U I事故になることびありまず。 

この取扱説明書には、事故を防ぐための重要な注意事項と製品の取り振いか 
たを示していまず。 この取巧説明書をよくお読みのラえ、 製品を安全にお使 
いください。お読みになったあとは、いつでを見られるところに必ず保曽し 
て < ださい。 

VCT-870RM 

Sony Corporation ⑥1999 Printed in China 


特長 

この兰脚はビデオカメラレコーダーなどにお使いいただけまず。 

• パン八ンドルのリモコンで、ソニーのビデオカ方ラレコーダーを操 
作（スタンバイ/□ック、スタート/ストップ、ズーム、フオト 
モードのオン/オフ）することびでをます。 

• 水準器で正確な水平出しびでさます。 

• 持ち運びに便利なキヤ U ングバッグ付きです。 



视正マーク 


この純正マークは、ソニー（株）のビデオ機器関連商 
品び純正製品であることを表わすマークです。 

ソニー（株）のビデオ機器をおまめの際は、純正マー 
クもしくはソニー□ゴタイプび表示されているビデオ 
機器関連商品をご購入されることをおすすめします。 


使用上のご注意 

U モコンについて 

撮影び終わったら、必ずスタンバイスイッチを 「 LOCK 」 にしてくだ 
さい。 「 STAND 目 Y 」 にしておくと、ビデオカメラレコーダーのバッ 
テ U - び消耗します。 

持ち運びについて 

使い終わった5、 ® ビデオカメラレコーダーをはずし、⑤脚を収納 
し、⑤パン八ンドルの操作部を外側に向けてたたんでください。 
ビデオカメラレコーダーを取り付けたままで、持ち歩かないでください。 

お手入れについて 

• '汚れたら、やわ5かい巧に中性洗剤溶液を含ませてふいてから、乾 
いたをでか5ぶさしてください。 

• 海岸など、潮風の当たる所で使巧した禮は、乾いた巧でよくふいて 
<ださい。 


主な仕様 


積載力^ラ質量 
パンニング角 
テイルティング角 
U モコン機能 


4 kgl^^TF 
360度 

前傾90度、後傾50度 

スタンバイ/□ックスイッチ、スタート/ス 
トップボタン、ズームレバー(ワイド/テ 
レ）、フオトモードボタン（オン/オフ） 


外形寸法 全高 約1630 mm (開脚状態エレべ一 

ター使用時） 

縮長 約67日 mm 

U モートコードの長さ約350 mm 
ノ くン八ンドルの長さ 約320 mm 


質量 約2 kg 

脚段数 3段 

エレベータースライド約330 mm 

付属品 取扱説明書 （1 部)、保証書 （1 部)、キヤリング 

バッグ （1 個） 


仕様および外観は、改良のため予告な<変更することびあ0ます。 

































































= 脚を立てる 


1 脚を広げ、ステーを巧し下げる。 


2 クイックシューのビデオボスとカメラネジを、ビデオカメ 
ラレコーダーのビデオボス穴と己脚用ネジ巧に合わせ、力 
メラネジをしっかり締める。 


パンハンドルの向きを逆にずる 

バン八ンドル固定ネジをゆるめて、バン八ンドルとバン八ンドル固定 
ネジを入れ換えて取0付けることびでさます。 


2 脚□ックレバーを矢印のち向に起こして□ックを解除ず 
る。 

3 脚を希望の長さに調節ずる。_ 

4 脚□ックレバーを矢印のち向に戻して固定ずる。 



水平の調整をする 

水準器の気ミ包がホい円の中に入るよ5に、脚の長さを調整ず 
る。 



高さを調節する 

1 エレべーターストツバーをゆるめる。 

2 クランク A ンドルを回して、希望の位置にずる。 
3エレべーター スト ツバーを 締める。 



カメラを取り付ける 

バツテ U —やカセツトは、ビデオカメラレコーダーを兰脚に取り付け 
る前にセツトしておいてください。 


1 クイックシュー固定レバーをち側いっぱいに回し、クイッ 


クシューをはずす。 


クイックシュー 



クイックシュー 
固定レバー 



3 クイックシュー固定レバーをち側いっぱいに回し、クイッ 
クシューを云脚に取り付ける。 

クイックシュー固定レバーをを側に戻して固定ずる。 


クイックシュー 
固定レバー 


4 U モート プラグをビデオカメラ レコーダーのリモート C 端 
テに接続ずる。 



これでカメラの取0付けは完了でず。 



/ <ンニング/ティルティング 

エレべーターストッパーびしっかし締まっているか確認してから、パ 
ンニング/ティルティングは行ってください。締め方び充分でなし、 

と、画儘びゆれる原因にな0ます。 

パンニング 

力方ラを水平方向に36日°回転させて撮影することびできます。 

ノてンストッパーをゆるめ、ノ くン八ンドルを左ちち向の希望の位置に動 
かし、パンストッパーを締めます。 

ティルティング 

カメラを上下に動かして撮影することびできまず。 

ティルトストッパーをゆるめ、パン八ンドルを上下方向の希望の位置 
に動かし、テイルトストッパーを締めまず。 



エレべーター 
ス トツ/(— 


U モコンで操作する 

お手持ちのビデオカメラレコーダーの取扱説明書ちあわせてお読みく 
ださい。 

ビデオカメラ レコーダーを 準備する 

1 ビデオカメラレコーダーの電源スイッチを「カメラ」にずる。 
2 ビデオカメラレコーダーをスタンバイ状態にずる。 


パン八ンドルのリモコンで撮彰する 

1 スタンバイスイッチを 「 STANDBY 」 にずる。 

「カチッ」と音びするまでスイッチをスライドさせて下さい。 


2 スタート/ストップボタンを巧ず。 


撮彰び始まります。 

撮影を止めるときは 

スタート/ストップボタンを巧す。 
スタンバイ状態にな0ます。 

ズームずる 

ズームレバーを スライドす る。 



スタート/ ズ—ムレバ- 

ス トップボタン 


• T 側遵證：被写体び大きく写る。 

• W 側（広ち）：被写体びルさく写る。 
お手持ちのビデオカメラレコーダーの 
機種に よっては、ズームレバーを T (望 
嵐側や W (広ち）側にさ S に動かすと 
まくズー5ングしまず。 


フォトモードで撮該する 

1 フォトボタンを軽く押したまま画像を確認する（フォトメ 
モ U —表示び出る）。 

2 フォトボタンを強く押し込む庙ミ画中は「フォト録画」び 
点滅ずる）。 


ごま意 

• フォトモードに対応していないビデオカメラレコーダーを 
あります。 

•画像確認（フォトメモ U -) びできない機種ちあります。 

• 撮霞スタンバイび5分しツ上続くと、自動的に電源び切れま 
す撮影スタンバイに戻すには、スタンバイスイッチを一度 
「 LOCK 」 に戻してから 「 STANDBY 」 にします。 


撮該が終わった5 

兰脚のスタンバイスイッチを必ず 

「 LOCK 」 にします。 IJ モートプラグホルダー 

ご使用にならないときは 

U モートプラグは、 U モートプラグホ 
ルタ’一に差し込んでおいてください。 
















































































































